
R8.10.1 

専修大学採用活動におけるセクシュアル・ハラスメントの防止について 

 

本学は、その採用活動（採用に資する活動を含む。以下同じ。）において、求職者等が

安心して求職活動等を行うことができる環境を整備することは重要な責務であると考えて

います。 

その一環として、本学の雇用する教職員等によるセクシュアル・ハラスメント（性的

な言動及び専修大学キャンパス・ハラスメント防止規程に規定するセクシュアル・ハラス

メントをいう。以下同じ。）により、求職者等による求職活動等が阻害されることを防ぐ

ため、以下のとおり、措置を講じます。 

 

１ 定  義 

(1) 求職者等とは、次に掲げる者をいう。 

ア 求職者（本学の求人に応募する者をいう。） 

イ 求職者以外の者であって、 

(ｱ) 本学の実施する教職員等の採用活動に参加する者 

(ｲ) 本学の実施する実習を受ける者 

 

(2) 求職活動等とは、求職者が行う求職活動や求職者に類する者が行う職業の選択に

資する活動をいう。 

（例）本学の採用面接への参加、本学の就職説明会への参加、本学の雇用する教

職員等への訪問、インターンシップへの参加、本学の実施する実習の受講 

 

２ 方 針 等 

(1) 採用活動に関わる教職員等は、求職者等に対するセクシュアル・ハラスメントを

行ってはならない。 

(2) 本学は、求職者等に対するセクシュアル・ハラスメントを行った教職員等につい

ては、法令、本学の諸規程等に基づき、厳正に対処する。 

(3) 採用活動に関わる教職員等は、原則として、それぞれの所属部門であらかじめ定

めた方法以外の方法による採用活動は行ってはならない。 

 

３ 相談体制 

相談窓口は、キャンパス・ハラスメント対策室とする。 

 

４ 対  応 

本学は、採用活動におけるセクシュアル・ハラスメントに係る相談があった場合

は、法令、本学の諸規程等に基づき、迅速かつ適切に対応を行うものとする。 

 

５ その他の講ずべき措置 

(1) 本学は、速やかに、相談者等のプライバシーを保護するために必要な措置を講ず

るものとする。 

(2) 本学は、教職員等が事実関係の確認等に協力したこと等を理由として、解雇その

他不利益な取扱いはしない。 


